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イエスはラザロを死から蘇らせる 

イエスはエフライムへ退く 

ヨハネ11.54  
 

54 そのため、イエスはもはやユダヤの人々の間を公然と行き来することはなく、荒野に近いエフライムと
いう村に退き、弟子たちと共にそこに留まりました。 

 
=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-= 

 
注: 私たちは「混合テキスト」の原典福音書を次のように上付き文字で識別します: マタイ = MT 、マーク= M 、ルカ = 
L 、ヨハネ = J 、使徒行伝 = A 。この」上付きID 」は引用文の冒頭に挿入され、別の上付き文字が現れるまでその聖書書
を識別します。さらに、 赤いイタリック体はイエスの言葉を示します。  旧約聖書の引用は大文字で書かれています。 

 

 コンテキストダイジェスト 

位置 ユダヤの荒野に近いエフライム 

タイムライン 3月（38月） 

イエスの生涯の文脈 第7段階：ペレアにおけるイエスの宣教 

 B. イエスはラザロを死から蘇らせる 

タイトル 7. イエスはエフライムへ退く 
 
 

コメント： 

 
今日の短い朗読は、イエスの宣教におけるもう一つの重要な転換点を示しています。ラザロの復活は、ユダ
ヤ教の公式指導者であるサンヘドリン（最高議会）がイエスを殺害する意志を固めました。イエスは指名手
配犯となりました。そこでイエスはエルサレムから北へ、エフライムという小さな村へと移りました。そこ
は人の住まない荒野で、イエスと大勢の弟子たちにとって安全な避難場所となりました。イエスはそこで弟
子たちを訓練し、彼らとの交わりを深めた後、エルサレムへの最後の旅に出発しました。 

 
これは、後期ユダヤ教とペレア教の宣教における主要な出来事の順序を振り返る良い機会です。概要は以下
の通りです。 

 
1. イエスは9月の初めに仮庵の祭りのためにガリラヤを出発する。  （ルカ9:51-62） 

2. イエスは9月中旬、エルサレムの仮庵の祭りで説教する。   （ヨハネ7:14-10:21） 

3. イエスは9月下旬に70人を訓練し、ユダヤとペレアに派遣する  （ルカ10:1-24） 

4. イエスは10月から12月中旬にかけて弟子たちとユダヤ地方を巡回する   （ルカ10:25-13:2
5）  

5. イエスは12月18日から26日までエルサレムの奉献祭で説教する。   （ヨハネ10:22-39） 
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6. イエスは12月下旬から2月末にかけて弟子たちとペレアを巡回する   （ヨハネ10:4-42; 
ルカ14:1-17:10） 

7. イエスはラザロを死から蘇らせる。3月初旬。     （ヨハネ11:1-45） 

8. イエスは3月初旬に弟子たちと共にエフライムへ退かれる   （ヨハネ11:46-54） 

9. イエスはエルサレムへの最後の旅に出発する（3月）。（ルカ17:11-19:27；マタイ19:3-20:34；マルコ10:
2-52；ヨハネ11:55-12:11） 

 
エルサレムへの最後の、そしてクライマックスとなる旅において、イエスはまずエフライムからずっと北上
し、サマリアとガリラヤの境界まで移動しました。イエスはエルサレムと、ご自身を殺そうとするパリサイ
人の陰謀から可能な限り遠ざかろうとしたのです。それからヨルダン川を最後にペレアへ渡り、ユダヤへと
戻ります。そこでイエスは、ガリラヤから来た他の過越の巡礼者たちと共に、エリコを通る幹線道路をエル
サレムへと向かいます。 

 
エルサレムへの最後の旅は、DAILY JESUS NEWSで取り上げるイエスの生涯と宣教の次の重要な部分で
す。上記のように、ルカによる福音書を主要テキストとして、四福音書全てから抜粋した内容を取り上げま
す。この旅は、「金持ちの若い役人」ザアカイや、ベタニアでマリアがイエスに油を注ぐ場面など、イエス
の宣教における多くの有名な場面を網羅しています。 

 
この時期に奇跡の記録が増えていることに注目してください。これは、イエスが以前ほど奇跡を起こさなか
ったという意味ではありません。ルカが、イエスの生涯のこの時期（ルカ9章51節から19章27節）におけ
る、奇跡よりも弟子としての教えの内容を記録することに重点を置いていたというだけです。 

 
応用： 

 
イエスの生涯と宣教は、旧約聖書の預言者たち、そしてイエスご自身が預言した通り、クライマックスへと
向かっていました。イエスの生涯のすべてが聖書の成就でした。これは私たちにも当てはまるはずです。 

 
私たちの人生におけるすべては、イエスの御言葉の成就、すなわちイエスの命令、約束、教え、あるいは模
範の産物であるべきです。これがイエスの弟子であることの意味です。イエスは私たちのすべてであり、す
べての中で私たちのすべてです。ですから、私たちはイエスとイエスの御言葉にとどまります。 

 
あなたは今日、どれくらいイエス様に焦点を当てていますか？ 

 
今日はイエスのどのような命令、約束、教え、模範に焦点を当てますか。 


